
大学等との協働　
保健・医療

（熊谷市：任意団体）
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「ピンクリボン・デーｉｎくまがや」を初開催
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　くまがやピンクリボンの会は、２０１０年１０月、乳がんの撲滅や検診の早期受
診を勧めるピンクリボン運動の一環として「ピンクリボン・デー in くまがや」を、
熊谷市医師会やアズ熊谷との共催で初開催した。実施にあたっては｢子育てネットく
まがや｣をはじめとしたＮＰＯ法人や、立正大学ボランティアセンターなどもスタッ
フとして活躍し、ピンクリボンウォークや熊谷駅でのコンサート、アズ熊谷を会場
とした講演会等、熊谷初の乳がん啓発イベントに４００名を超える参加者が集い、
大盛況のうちに幕を閉じた。後援・協賛ともに３０団体を超えるイベントとなった
第１回に引き続き、２０１１年１０月３０日（日）にも第２回を開催する予定となっ
ている。

　「くまがやピンクリボンの会」は乳がん体験者のみならず、趣旨に賛同した数多く
の一般市民らが参加する市民団体。乳がんの早期発見・早期診断・早期治療を活動
ビジョンに２００８年に設立された。｢ピンクリボン・デー in くまがや｣の開催に向
けた会員一人ひとりの懸命な呼びかけにより、熊谷市医師会やアズ熊谷等、多くの
協力を得ることができた。こうした中、立正大学ボランティアセンターもその趣旨
に賛同した協力団体の一つとして参加することを決め、学生スタッフをはじめとし
た多くの学校関係者が、ピンクリボン運動に積極的に関わることになった。
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ピンクリボン　教育　世代間交流

    イベント開催に向けてはじめて実
現した今回の協働であったが、「学生
さん達は本当によく頑張ってくださ
いました」と、くまがやピンクリボ
ンの会代表 栗原和江さんは語る。
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　学生スタッフの役割は、ＪＲ熊谷駅を拠点とした約５キロ
メートルにわたるピンクリボンウォーク（乳がん撲滅を訴え
るデモンストレーション）の安全管理。地元警察との連携に
より１８０名にも及ぶウォーク参加者が安全に行進できるよ
う配慮に努めた。その甲斐もあり、商店街の方々からも、道
行く人や車からも、温かい注目と声援が寄せられたデモンス
トレーションは大成功に終わった。
　こうした学生との協働は、イベントの活性化に大きく貢献
したほか、「将来、親になる若い皆さんに、ピンクリボン運動
を伝えていきたい」という会の思いの実現に繋がった。また
学生自身も多くの大人達との交流の中で、学内で学ぶことの
できない貴重な体験をすることが出来た。

　２０１１年１０月に開催される
第２回「ピンクリボン・デー in
くまがや」でも、立正大学ボラン
ティアセンターから多くの学生ス
タッフの参加を予定しており、そ
の活躍が期待されている。

　


